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北大文学部紀要 48-3 (2000) 

『オブローモフ』における事物イメ}ジについて

コーヒーとウオトカ一一

大西郁夫

1 .リアリズムにおける細部

小説におげる印象的な細部というものがある。思いつくままに挙げれば，

ドストエフスキイ『罪と罰』における「ドラデダム織りの緑色のショーlレ」

などはそれにあたるのではないだろうか。マルメラードフの家族が全員で共

有するこのショーJレは，ソーニャが初めて身を売った日の夜や，狂乱に陥っ

たカテリーナが子供たちを引き連れて街に飛び出したとき，あるいはラス

コーリニコフが大地への接吻と警察への出頭の直前，十字架を請いにソー

ニャを訪れたときに言及されている。それは寓意や象徴というほど，明確に

何か別の事柄を代替しているわけではないが，同時にマノレメラードフ一家の

イメージと分かち難く結びつく印象的な細部である。そのことは小説の発表

当時から感じられていた。後にドストエフスキイ夫人となるアンナが，初め

てドストエブスキイの家を訪れたとき，彼の女中の羽織っていたショールか

ら「マルメラードフ家にあれほど重要な役割を果たしたドラデダム織りの

ショール」を連想したという回想を残している。117万語近いことばから成る

小説の中でわずか6回(4場面)出現するだけのこの語が，なぜかこのよう

な強い印象を持っている。

あるいはほぼ同時代のツルゲーネフ『父と子』におげる「チェロ」もそう

いうものといえるかもしれない。バザーロフを連れて帰ってくるアルカージ

イの父であるニコライ・キルサーノフは，思うにまかせぬ領地経営に悩みな
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がらも誠実にそれに取り組む 44歳の地主貴族であるが，その彼が好むのが

チェロの演奏である。ニヒリストを自認するバザーロフは '44歳の人聞が，

一家の長ともあろうものがこんな田舎でチェロを弾くなんてねJ2と噺笑す

る。ここではチェロという楽器が，妻を亡くした後若い娘と子供を設けてし

まうが，それを大学から戻ってきた息子に言い出しかねているような，純情

なところの残る，そして田舎にいてなお文化の香りを懐かしむロマンチスト

のニコライ・キルサーノフの人柄を表現するだげではなく，それを郡撤する

バザーロフの位置をも示すものとなっている。 5万8千語近い小説のことば

の中でわずか4回(2場面)言及されるだけではあるが，この語もまた小説

の中の印象的な細部なのである。

ドラデダム織りのショールにしてもチェロにしても，それが何かの寓意で

あるとか象徴だというよりは，あくまで小説の中の事実に即した描写である。

それでいながらこうした効果をもっているのは，それが一種の文学的方法だ

からだと考えることができる。ヤコブソンは 19世紀リアリズムに多く見られ

るこの方法の特徴を換目前と提轍だと規定し，さらにチジェフスキイはこれを

ロマン主義特有の暗轍と対比している。それらをふまえて西中村浩氏は 19世

紀リアリズムの特徴を次のように説明している。

リアリズムの時代の文学の特徴について考えることは，たとえば，そ

の前の時代のロマン主義やリアリズムの後の時代の象徴主義について考

えることと比べれば，はるかに難しい。ロマン主義は古典主義に対抗す

る明確な理念をもった運動であり，ロシアにおいてもそれはパイロンや

ドイツロマン主義などの影響を受けて展開したし，一方，リアリズムを

批判して登場した象徴主義は創作と理論を並行して展開していった。く中

略〉

しかし，それでも十九世紀のリアリズム作家たちに共通するものを見

つけることはできる。その手掛かりとなるのは，ヤコブソンとチジェフ

スキイがリアリズムの特徴として指摘している換轍(メトニミー)的な

表現である。く中略〉
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そしてまた，ヤコブソンによれば， リアリズムに多く用いられる換轍

や提喰は，プロットやテーマに関わらないような非本質的な人物や事物

であるが(~芸術的リアリズムについて~)，こうした本質と関わらない細

部的な特徴は古典主義時代にはけっして言及されることはなかったもの

である。

このような非本質的な細部の換轍的な描写は，作家が現実の細かいと

ころまで忠実に再現しているのだという幻影を与えることによって，リ

アリズムの求める作品の「ほんとうらしさ vraisemblanceJを作り出す

ものでもあった。だがもっと重要なことは，これがリアリズム的な世界

観と関わり，また作品に描かれる細部や登場人物が換町量的に世界全体を

表しうるのだという考えともつながっているということであろうJ

こうした換轍あるいは換目前の一種で，部分で全体を示す提轍としての細部

は，先に挙げた『罪と罰~ ~父と子』とほぼ同時代のゴンチャロープ『オブロー

モブ』においても数多く見られる。むしろ『オブローモフ』においてはそれ

らの細部が反復・強勢されることによって， ドストエフスキイやツルゲーネ

フにおげる細部よりも轍法としての特質が明示的になっているとも言える。

なぜならそれが換喰であれ提轍であれ，一回きりの叙述としてではなく目前法

だと意識されるには反復されることが有効だからである。

こうした細部へ注目する場合，近年発達してきたコンビュータを利用した

研究方法が大きな威力を発揮する。従来は特定の語を対象にしようとすれば，

読み手の記憶やカード式のメモに頼るといった多大の集中力と労力を要する

作業を強いられたが，コンピュータを利用すれば必要な語を瞬時に抜き出す

ことも可能だし，作業過程でキーワードを補足する必要が生じた場合もすぐ

に対応できる。ここで取り上げる 3つの作品も，コンピュータによる語桑統

計の利用が可能だ、ったから考察の対象にすることができたものであり，実は

官頭に述べたような「思いつき」ではない。『罪と罰』の場合にはコンピュー

タを利用したコンコーダンスが刊行されており，4r父と子』および『オブロー
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モブ』ではインターネットから取得した電子テキストを用いて筆者が分析作

業用のデータを作成した。その方法と詳細については別稿に記したので再述

しないが，そこで得られたデータを基に『オブローモフ』におけるこ人のヒ

ロイン，オリガとアガーフィヤがそれぞれ眉と肘という提轍と結びついてい

ることを，これらの語の使用回数と作品中の分布，人物への帰属の集中度の

高さをふまえて論じた。5

2. IFオブローモフ」における細部の意味

ひとつの特徴を人物に結びつけて繰り返し措くことで，その特徴の提日前性

を際立たせるのは，ゴンチャロープのとりわけ『オブローモブ』における全

体を貫く表現手法である。それがオリガとアガーフィヤという女性の人物像

に関しては眉，肘といった身体的特徴によっているが，これに対して主人公

オブローモフではガウンや靴下といった衣類が用いられている。それはおそ

らく眉や肘といった身体的特徴がその人物の個別の描写に傾きがちなのに対

して，事物はそれを媒介にして関係性を表現するのに適しているからだと考

えられる。例えば靴下及びそれを含めて長靴など履き物一般について，次に

述べるガウンと対になるスリッパを除けば，オブローモブは自分で履くこと

はなく従僕のザハールが履かせている。ただしザハールは粗忽者だしオブ

ローモフも無頓着なので時に左右がちぐはぐだ、ったりして，その点をシュト

リツに榔撤され，それがオリガに伝わりからかいの種とされる，といったか

たちで繰り返し言及される。こうして靴下は，オブローモフが自分の力で生

きていないことの比喰として用いられると同時に，彼とザハール，シュトリ

ツ，オリガの関係が描かれる契機になるのである。

ガウンについても同じようなことが言える。官頭からこのガウンは主人公

の分身のように詳細に叙述されている。それは「ペルシアの生地でできた，

真に東洋風なガウンで，ヨーロッパ的なところはいささかもなく，房もビロー

ドもウエストもないはなはだゆったりとした」アジア的な衣類である。6また

少し古くなってはいるがその本来の色合いや艶はまだ、保っていて，彼の身体
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の動きにひoったり添う。このガウンはまさに 30歳をいくつか越えてすでに

若々しさは失っているが，その本来の善良さという美点は失っておらず，け

れども一日中ガウンのままで，怠惰な生活を送っている主人公の言い換えで

ある。このガウンの特徴はことばの上でも強調されている。

なんという部屋着山J1aゆpOKを着ているんです。そんなものはもう着な

くなりましたよ。 と彼はオブローモフを難じた。

これは凹凋中pOKじゃなくてガウン XaJlaTだよ。ーオブローモフは言

い，愛しそうにガウンの広い裾にくるまった(17)

ここではドイツ語起源の部屋着山崎ゆpOKとチュルク語起源のガウン

XaJlaTとが主人公自身の言葉で区別される。このことは後に登場する友人で

ドイツ系の勤勉な実業家シュトリツと一切の活動を放棄したオブローモフと

も照応し，ガウンとその持ち主のアジア的なだらしなさが一層強調されてい

る。だが重要なのはガウンに主人公の特性が重ね合わされていることだけで

はなしそれが主人公の運命の浮き沈みと歩調を合わせて繰り返し描かれて

いることである。シュトリツの示唆で生活を改めることを考え始めたとき，

オブローモフは「ガウンを肩からだけではなく，魂からも知能からもいきな

り脱ぎ捨てることJ (146)だと考え，オリガと恋に落ち充実感に充ちている

ときにはガウンは打ち捨てられ，主人公から忘れられている。しかしその恋

が破れ，失意と熱病に打ち倒れた彼の肩には再びガウンが掛けられ，友人の

タランチェアから詐欺同然の仕打ちを受け困窮に陥ったときにはガウンは継

ぎだらけで今にも縫い目からほどけそうだと描かれ，最後にその窮状から脱

し，アガーフィヤと結婚した後には彼女が手ずから縫った新しいガウンに包

まれる。このようにガウンは『オブローモフ』において主人公の状態や周囲

との関係のアレゴリーのように用いられている。この語は作品中30回出現す

るが， 29例はオブローモフのガウンのことであり，残り 1例も彼との対比で

「他のものならガウンなんか着ゃしない」という表現である。ただこのガウン

についてはすでに研究者の聞でもその役割についてしばしば言及されるとこ
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ろであり，場合によってはシンボルとまで呼ばれている。7

その意味ではオブローモフのガウンは提喰としては露骨な例であろう。し

かしこのような典型的な例以外にも，主人公とその状態や関係性を描く細部

は他にも見られる。ここではコーヒーやウオトカといった噌好飲料に限定し

て，それがどういうイメージを担って用いられてるかを数字を挙げながら検

討してみることとする。この際先に挙げた『罪と罰~ w父と子』と対比するこ

とにしよう。なぜなら晴好飲料も含め，食物のイメージは，次の指摘にある

ように，ある程度同時代に共通の社会的コードに基づいて用いられていると

考えられるからだ。

パルザック，ユーゴー，フローベールといった同時代のフランス人の

多くと同様，リアリズム時代の 19世紀ロシアの作家たちは自国における

社会的，経済的，政治的関係を例示するための語りのデ、パイスとして，

きわめて効果的に食物イメージを開発した。8

3. rオブローモフ」におけるコーヒー

『オブローモフ』におけるコーヒー問中eの出現数は 43回 (KO中目前， KOゆ聞の

異形態を含む)で，頻度として特異に多いといえる。比較のために『罪と罰』

『父と子』および現代語の統計であるがザソーリナの頻度辞典(文学的散文の

部)の数字を掲げることにする。9ただしこうした事物を示す名調は wオブ

ローモブ』において女性を表象するために用いられた身体的な語とは事情が

異なる。なぜなら身体的な語棄は，作品のモチーフや主題よりは作家の視線

や身体感覚に関わって出現する頻度が左右されるが，事物を示す名調は作品

のモチーフや場面と関連して極端に左右される。端的に言えば，喫茶の場面

の有無によるのである。そこで『オブローモフ』におげるコーヒーの出現が

特異的であることを確認するために，同じ晴好飲料である紅茶羽詰(及び指小

形などそのヴアリアント)の出現数も同時に掲げておく(表1)。

60 



rオブローモブ』における事物イメージについて

[表 1] KOφeと可a首の出現数10

総語数 KO伏 qal1 

『オプローモフ』 156，062 43(27.4) 57 (36.5) 

『罪と罰』 169，890 8( 4.7) 57(33.5) 

『父と子』 57，707 o ( 0) 36 (62.1) 

ザソーリナ 約250，000 1(0.4) 47(18.8) 

* ( )は十万語当たりの相対頻度。

可a抗で比較してみれば，少なくとも 19世紀の 3作品においては茶を飲むこ

とに関しての言及が決して少なくないことが分かる。だとすれば問中eに関

する数値のばらつきはこの語が『オブローモフ』において特殊な意味を担っ

て用いられていることを示している。しかも人物関係への帰属'性も偏りを示

している。『オプローモブ』においてその分布は圧倒的に第3部，第4部に多

いが，これはアガーフィヤが登場しオブローモブと次第に関係を深めていく

部分である(表2)。

[表2] rオブローモフ」における KOφeと可a政の分布

可aCTb II III IV 計

KO中e 1 4 13 24 42 

qal1 20 14 9 14 57 

総計 21 18 22 38 99 

登場人物への帰属は個人に特定できない場合も含まれる。それでも第3・

4部の 37例中，ザ、ハールがこぼした 1例も含めて 36例はヴィボノレグ区のア

ガーフィヤの家の中のことであり，オブローモフ/アガーフィヤのどちらか

に関係する。残りの 1例についてはオブローモフの女中アニーシヤがアガー

フィヤと仲良くなって茶飲み(コーヒー飲み)友達になる場面であるから，

これもまたアガーフィヤと関連する。これに対し同じ噌好飲料である紅茶は

大きなばらつきを示さない。第1部においてやや優勢なのはオブローモフが
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夢で見るオブローモフカ村の生活の叙述に 10例用いられているからで，その

部分は夢と回想の混合であり小説における出来事の中では別の部分として考

えた方がよいかもしれないが，いずれにしても紅茶は特定の人物関係に見ら

れるわけではない。また語としての使用例から見れば飲料そのものとしてだ

げではなく「お茶の席」の意味で用いられている例(，お茶に招く J 'お茶の

席に着く J 'お茶の時分までに」など)もいくつか見られる。登場人物ではオ

ブローモフと結びつく例がもっとも多いが，個人に特定されない「家中で(飲

む)Jといった例も含まれ，コーヒーとは逆に関係への喚起力が拡散する傾向

が見られる。ではコーヒーはいったいどのようなイメージを担いうるのだ、ろ

うか。

コーヒーがロシアに入ってきたのは 18世紀のピョートル時代だといわれ

ている。だがそれ以降もコーヒーは，日常的にほとんどの階層で飲まれた紅

茶とは異なっていたと思われる。例えば地方の地主貴族の世界を舞台とする

『父と子』には一度もコーヒーが言及されないのは，それが都会と結びついた

噌好飲料だ、ったからだろう。もちろん文学作品は文化史的な資料ではないの

だから，現実に田舎においてはコーヒーがまったく飲まれなかったと考える

必要はない。オブローモブの故郷オブローモフカ村の叙述でも紅茶とコー

ヒーは 2例だけだが並記されているのだから，田舎において飲まれなかっ

たとはいえない。だが『父と子』において 1度もコーヒーに関する記述がな

いのはやはり留意すべきであろう。ツルゲーネフは無自覚に飲料を用いてい

るわけではない。例えばバザーロフと対立するパーヴェル・キルサーノフは

若い頃の悲劇的な恋愛の果てに弟の領地に欝屈している絹介な貴族主義者で

あるが，彼が愛飲するのはココアや緑茶である。この飲料の特殊さは彼の屈

折と孤高ぶ、りを反映している。だからツルゲーネフが晴好飲料という記号を

意図的に用いていると考えることは可能であろう。したがって『父と子』に

おけるコーヒーの不在は，コーヒーが田舎とは結びつきにくいイメージであ

ることを示している。

またコーヒーは都市においてもすべての階層で常用されたわけではなし

ある程度萱沢な飲み物だったと思われる。『罪と罰』において，lレージンがソー
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ニャを相手に，ソーニャの母カテリーナが夫マルメラードフの追善供養のた

めに浪費をしていると注意する場面で「今日はジャマイカ産のラム酒だの，

おそらくはマデラワインだの，それに，それにそれにコーヒーまで買い込ん

できているんですからねJllと述べている。ここではジャマイカ産ラム酒やマ

デラワインといった高級なブランド品とコーヒーが並べられ，極貧のマルメ

ラードフ一家にとって分不相応なものと見なされているのである。『オブロー

モフ』においてもオブローモフがアガーフィヤの兄ムホヤーロフと友人タラ

ンチェフの好計で収奪され困窮に陥ったとき，コーヒーについて，あるいは

コーヒーを用いてその零落のさまが描かれる。

彼女(=アガーフィヤ)が眠いたり，ふるったり，すりつぶしたりす

ることも少なくなった，というのもコーヒーやシナモンやアーモンドを

あまり使わなくなったからだJ (330) 

そのとき彼の世話をしているアガーフィヤの悩みはこんな風に表現され

る。

「彼女は自分のこと，自分のコーヒーのことで溜息をついているのでは

なく，忙しく立ち働き，手広く家政を取り仕切り，シナモンを曝いたり

ソースにバニラを入れたり濃いクリームを煮る機会がないから嘆いてい

るのでもなく，一年以上イリヤ・イリイチ(=オプローモフ)がこうし

たものを食べていないから，そして彼に最上の庖からコーヒーを何プー

ドも取り寄せるのではなく，小庖で数十コペイカ分ずつ買うようになっ

たからなのであるJ (331) 

そして彼がシュトリツの助けでこの窮境から抜けだしたときにもコーヒー

の質が言及される。「コーヒーは，数年前に彼がこの住まい引っ越してきたは

じめのころと同じように，丹念に掩れられ，清潔でおいしく供されたJ(365)。
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コーヒーは紅茶と較べて手間のかかる飲み物であった。紅茶はいわば現代

の湯沸かし保温ポットのような働きをするサモワールを用いて滝れられた

が，コーヒーはそうではない。やや後の時期に出版された家事指南書によれ

ば，まず培煎の手続きから始まる。『オブローモブ』に見る限りこうした叙述

はないので，倍煎された豆も売られていたのだろうが，挽くのは家庭で行わ

れていた。また当時のロシアではコーヒーにチコリの根を煎ったものを混ぜ

ることが普通であり，料理指南書にも「コーヒー 1フント (=409.5g)につ

き1/4フントのチコリを入れる」と明記されている。この配分もまた主婦の

腕の見せ所であることは『オブローモフ』にも言及されており，チコリを入

れすぎるザハールに代わってアガーフィヤがオブローモフのコーヒーを掩れ

るようになると，味が良くなる (239)。掩れ方もまた手のかかるものである。

カップ1杯に対してコーヒーとチコリの混ざったものをティースプー

ン一杯取る。フランネルの布に入れてコーヒー沸かしに入れ，カップで

量った熱湯を注ぎ，レンジにかける。沸騰したら下ろし，すぐに冷水を

スプーン1杯注ぎ入れる。 12

その後，澱が沈むのを待って供されるわけだから，っききりで滝れなけれ

ばならない，主婦としての技量が要求される飲料だった。こうした背景を担っ

たコーヒーはオブローモフとアガーブイヤの関係において，繰り返し出現す

る。アガーフィヤのコーヒーを曝く作業はオブローモフが彼女と話をする

きっかけになり，親しみを増したとき，オブローモフがその作業を手伝うこ

ともある。アガーフィヤのオブローモフへの感情は，コーヒーをめぐる配慮

というかたちで表現される。例えばオブローモフがオリガへの失恋の痛手か

らふさぎ込んでいるときには，アガーフィヤは「コーヒーを挽いていても，

何をしているのか念頭になしチコリをどっさり入れすぎて，とても飲めな

くなっても，まるで舌がなくなったみたいに感じないJ (296) し，彼が元気

になると「コーヒーがよく沸いたかどうか，澄んでいるかどうかを確かめて，

津の入ったのを差し出したりしないよう気を配るJ(297)。その他，オブロー
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モフが起こした卒中の発作の予後では，食後の居眠りをしないようにするた

めにコーヒーが用いられ，最後にオブ合ローモブの死をアガーフィヤが発見す

るのもコーヒーを持って行った時である。

このようにコーヒーはオフローモフとアガーフィヤの関係を点綴するよう

に描かれ，具体的な描写と比目前の両様の性質を合わせ持つ。そこではアガー

フィヤの主婦としての能力と，彼女のオブローモフへの献身が表現されてお

り，同時に都市の中流の生活というイメージが付与されている。

4. w'オブローモフ」におけるウオトカ

オブローモフとアガーフィヤの関係に登場するウオトカ，正確にはアガー

フィヤ手作りの「スグリの葉を漬け込んだウオトカ」も何らかのイメージを

担っていると考えてよいだろう。ここではウオトカ Bo，n:Kaと対比するためワ

イン BHHOを用いて比較を行ってみる(表3)。

[表3J Bo，n:KaとBHHOの出現数

BO.llKa BHHO 

『オブローモブ』 19 (12.1) 24 (15.3) 

「罪と罰』 15( 8.8) 29(17.1) 

『父と子」 3 ( 5.2) 9(15.5) 

ザ、ソーリナ 42(16.8) 18( 7.2) 

19世紀の 3作品の間では BHHOの相対頻度がほぽ一致している。わずか 3

つの資料では何も断定できないが，この語が記号として比較的ニュートラル

な役割を果たしていたということを示しているのかもしれない。また 19世紀

の3作品と 20世紀を対象としたザソーリナのデータとでは，ウオトカとワイ

ンの相対頻度が逆転していることも興味をそそるが，これらの問題について

は考察する資料の範囲を広げて今後の課題としなければならない。また飲酒

という，文化の中で精搬なシステムを作っている領域では，単なる二項対立
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では問題は片づかない。上記の作品にすべて登場するわけではないが，酒の

種類に関してはウオトカとワインの他にシャンパン waMnaHCKoeやブラン

デ-KOHb兄Kビール mmoラム酒 pOMシェリー酒 xepecなど他にもあるし，ワ

インひとつとってもマデラワイン MaJ.(epaメドック MeJ.(OKソーテJレヌ COT-

epHといった産地別の名称も用いられたことがダーリの辞書から窺える。さ

らには商標や瓶の呼び名(例えば角形の瓶を示す凹TO恥 nOJly凹TOゆ)といっ

た換日最も用いられることがある。本稿では飲酒全体について論じる余裕はな

いので，ウオトカのイメージについて，個別の事例から考察してみる。まず

『オブローモフ』におけるウオトカの出現の様子である(表4)。

[表4J rオブローモフ」における BO，ll.KaとBHHOの分布

lJaCTb I II III IV 計

BO且Ka 3 。 6 10 19 

BI1HO 8 2 2 12 24 

総計 11 2 8 22 43 

上の表で見るように，ウオトカ，ワインに関しては第3部以降とりわけ第

4部に多いが，それはこの部分でオブローモフの食生活が描かれる場面の多

さにもよる。ただし実際の用例では必ずしもすべて飲酒に結びつくとは限ら

ない。「酒は飲まない」とか「ウオトカは禁止された」といった否定的な文脈

での，飲まれない酒の事例や単に調味料として言及されている例もあるので，

ここではオブPローモフとアガーフィヤの関係の深化とウオトカへの言及に相

関性があることを指摘するにとどめる。第3・4部で「スグリの」と限定を

受けているのは 16例中9例(オブローモフと結びつくのは8例)であり，オ

ブローモフとアガーフィヤを結びつけているこの特定のウオトカを指す例は

少なくない。

ウオトカという語自体は 17世紀から用いられはじめたとされ 13意外に新

しい語である。古来，酒を指すには狭義ではワインを意味する BI1HOが用いら

れたが，同時にこの語は酒一般を指す場合にも用いられた。また特にウォト
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カを指す場合にも BO.1l.Kaという語の出現以前，場合によってはそれ以降でも

3eJIeHO BI1HO， XJIe6HOe BI1HO， rrpOCTOe BI1HOなど BI1HOに形容調を添えていう言

い方が使われた。したがって BO.1l.Kaという語を用いる場合には「他の酒では

なくウオトカ」という限定が生じてくる。ウオトカはロシアの国民的アルコー

ル飲料といわれるが，ワインとは文化的に暗黙の境界があったように思われ

る。もちろんウオトカは強い酒であり酪町，飲酒癖と結びつくだろう。それ

を窺わせるような事例をいくつか挙げてみる。

まず『オブローモフ』においては，オブローモフが常用するのはワインで

あり，ウオトカは本来たしなまなかった。それゆえアガーフィヤから最初に

このスグリのウオトカを勧められたとき，彼は「日 HerrblOJ (239)といった

んは断る。ここで用いられている不完了体動調 rrl1Tbは習慣的行為の否定を

示すと考えられるので，彼はワインは飲んでも，ウオトカのような強い酒を

飲む大酒家ではないのだろう。

またウオトカという語自体も避けられる事例がある。オブローモフが目の

腫れ物を口実にし怠け癖を出そうとするとき，オリガはがウオトカで洗えば

いいと軽く揮撤する。そのとき彼女が口にするのは BO.1l.Kaではなく rrpOCToe

BI1HOという表現である。これは BO.1l.Kaという語そのものがオリガのような貴

族の子女の発するのにふさわしくないニュアンスを伴っているからだと推測

できる。

『罪と罰』においてウオトカはどういう場面で言及されるのだろうか。飲ん

だくれのマノレメラードフがラスコーリニコフと出会う場面で飲んでいるのは

rrOJIy山TOゆ(=0.6リットル入りの角瓶)としか記述がないので実はウオトカ

なのかワインなのか不明でトある。ただ彼の追善供養の場面で「退職した糧抹

官」氏が「これがお好きでした，よく飲んで、いましたJ14といいながらウオト

カを干すのだから，マノレメラードフがウオトカを常用していたと遡って推測

できる。ラスコーリニコフ自身はほとんど酒を飲まないが，犯行の前，友人

のラズミーヒンの家を訪ねようとして，居酒屋に寄り久しぶ、りに一杯ヲ|っか

けるのがウオトカである。その直後に道端の茂みに倒れて馬が殺される悪夢

を見る。ラズーミヒン自身は酒好きでウオトカも飲む。例えば彼の司|っ越し
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祝いは「茶とウオトカとニシン」で祝われる。

酒席の情景ということではマノレメラードフの追善供養の場面がある。そこ

で供される酒はウオトカ，ラム酒，リスボンワイン(いずれも質が悪いと但

し書きが付く)である。ただしこの少し前にノレージンがカテリーナを批判し

て，追善供養に分不相応なマデラワイン，ジャマイカ産ラムを用意している

かのように話すので，実際に出てきたこれらの酒は期待はずれというコンテ

キストで語られ，格落ちの酒の観がある。その追善供養の席では次第に宴が

乱れていき，中でも不作法な「退職した糧株官」氏が盛んに杯を重ねるのが

ウオトカである。あるいはスヴィドリガイロフが自殺の直前立ち寄るホテル

にはウオトカしかメニューになく，彼はそれを断る。またそのとき隣の乱れ

たテーブルにウオトカが載っていることが描写されている。このように見る

と~罪と罰』においてはウオトカは貧乏な学生や乱れた不作法な酒宴，場末

といった下降イメージと結びついているようだ。だからなのだろうが，富裕

なスヴィドリガイロフはシャンパンしか飲んでいない。

オブローモフがウオトカをたしなまないことに一線を号|いていたのと同じ

ような事例も見られる。マルメラードフの追善供養に続く場面でルージンが

ソーニャに盗みの罪を被せ，その仕掛けを目撃していたレベジャートニコフ

がルージンと口論する。ルージンは，レベジャートニコフが酔っていて見間

違えたのだろう，とごまかしを図るが，レベジャートニコフが反論し，自分

の正当さの根拠にするのが「ぽくはウオトカだ、ってまったく一度も飲んだこ

とがない，なぜならそれはぼくの信念にはずれるからですJlSという科白であ

る。

『父と子』ではウオトカはほとんど出てこない(3例)。それ自体が地方の

地主貴族階級とウオトカの縁遠さの例証かもしれない。 1例は「酒手」とい

う慣用的表現なので除外して，残りの 2例を見ると，ひとつ目の例はバザー

ロフとアルカージイがオジンツォーヴァの領地を訪問したとき，取り澄まし

た執事にバザーロフが「ウオトカ BO.lU何回でも一杯振る舞っていただこう」

と要求する場面だが，そこにはある種の緊張が感じられる。バザーロフはオ

ジンツォーヴァに強く惹かれているが，同時にそれを認めまいとしており，
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彼女の冷静さ，貴族的な面に強い反発を感じてもいる。だからこそ，ここで

は執事相手に敢えて粗野な振る舞いをする，そのためのウオトカなのだと考

えることができる。もうひとつの例はバザーロフの死を看取りに泊まり込む

田舎医者が自分用に所望するウオトカである。この医者は消毒薬も常備して

いないいい加減な医者であり，彼の元で解剖を行って手に傷を負い，消毒で

きなかったことがバザーロフの死の遠因であるのだから，ここでもウオトカ

は粗野や蒙昧とイメージと結びついている。

他の酒についても言及しておくと，シャンパンやマデラワイン，ジャマイ

カ産ラム酒といった高級に属する酒も登場している。シャンパンは現代と同

様祝いの席で飲まれ，豊かさと結び、ついているだろう。例えば『オブローモ

フ』ではオブローモフの名の日の祝いやシュトリツとオリガの結婚の報を聞

いたときに飲まれているし w父と子』で、はバザーロフの帰宅を祝って，彼の

老父が秘蔵のハーフボトlレを取り出してくる。しかし同時にシャンパンは頚

廃とも結びつく場合がある。「父と子』ではバザーロフとアルカージイが訪れ

る貴族婦人クークシナと結び、ついている。彼女は進歩派かぶれの浮薄さのカ

リカチュアであり田舎町で一種のサロンを催し，生半可な知識と進歩派を気

取って浅薄な意見を開陳するが，そこでは4人で4本のシャンパンが空けら

れる。また『罪と罰』でスヴィドリガイロフがシャンパンを好んで飲むのも

富と類廃の結合といえるかもしれない。マデラワインとジャマイカ産ラム酒

は『オブローモフ』において，アガーフィヤの兄ムホヤーロフと友人タラン

チェフがオプローモフに対して陰謀をたくらむ場面で飲まれる。そもそもム

ホヤーロフはこの小説における仇役を果たす人物である。彼は小役人だがち

びちびと賄賂を貯め込んで，いつか上流の女性と結婚したいという卑小な上

昇志向を持っているが，その陰険さが酒を用いて以下のように描かれている

ので，これらの高級酒は『オブゃローモブ』において屈折したイメージのもの

となる。

ワインは取引所から買ってきて，自分でしまい込み，自分で取り出す

のだが，テーブルの上にはスグリのウオトカが首ながのガラス瓶に入っ

69 



北大文学部紀要

て載っているきりで，それ以外はいまだ、かつてだれも見たものがない。

買ってきた酒は二階の自室で空けるのであった。

タランチェフといっしょに投網に出かけるときは高級なマデラワイン

を一本必ず、隠し持つていき，居酒屋で二人がお茶を飲むときにはラム酒

を持ち込むのである (294)。

このように見てくれば， 19世紀の3つの作品においてはウオトカは総体的

に下層社会や組野さと結びついたマイナスイメージを帯びているように思わ

れる。だが『オブゃローモフ』においては，高級酒のイメージを引き下げるこ

とで，逆にウオトカ， とりわけアガーフィヤのウオトカを称揚するようなベ

クトルが働いているようにも見える。そこではワインですらマイナスのイ

メージを付与されることがある。オブローモブが困窮の中で迎える名の日の

祝いに，突然シュトリツがやってくる。そのとき供されるのはワインなのだ

が，安物の酸っぱい赤ワインであり，シュトリツは一口で飲むのをやめる。

それを尻自にオブ9ローモフはアガーフィヤのスグリのウオトカの杯を重ね，

ついには「オリガは Casta diva は歌えても，こんなウオトカは作れない

よ」と聡明な貴族の女性オリガと善良だが知的なところのないアガーフィヤ

を同等に並べる根拠にまで高めてしまう。ここではスグリのウオトカは優雅

さには欠げるが，他にはない独自の価値を持った飲料として，プラスのイメー

ジを新たに獲得しているということである。

コーヒーやウオトカに繰り返し言及しながら，ゴンチャロープはこれにま

つわるオブローモフとアガーフィヤの関係を描き出していく。このアガー

フィヤとの生活はオブローモブが最後に辿り着いた世界であり，彼の人生の

総括である。したがってそれを描くための要素であるコーヒーやウオトカと

いう細部も，オブローモフの人生の終着点についての指標となっていると考

えられる。例えば『オブローモブ』の食物イメージについては次のような指

摘がある。

しかしながらゴンチャローフの眠そうな主人公の肖像を主として心理
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的あるいは元型的に理解しようとする読者や批評家にとって wオブロー

モブ』における食物イメージはより象徴的に機能していると見なすこと

が可能であり，小説におけるロマンスのプロットの及んでいる範囲を示

唆しているだけではなく，主人公の真のアイデンティティをより明確に，

そして彼の探求の性質をより普遍的に定義づけている。 16

『オブローモフ』においてコーヒーやウオトカが示唆しているのは，もちろ

んアガーフィヤの主婦としての気配りや能力であり，彼女のオブローモフへ

向ける愛情の現れなのであるが，それだけではないだろう。より広い社会的

コンテキストで眺めた場合，コーヒーもウオトカもかつてオブローモフが属

し，そこへ戻ることを夢見ていた地方の地主貴族文化とは関わりが薄いとい

うことが言える。『父と子』において，また『オブローモブ』の中で田舎の生

活が描かれている「オブローモフの夢」の章においても，コーヒーやウオト

カより紅茶やワインの方がはるかに優勢である。コーヒーはより都市の消費

文化的であり，ウオトカはより民衆的，下層的なイメージを担っているので

ある。したがって小説の結末近く，オブローモフは妻となったアガーフィヤ

や子供達に固まれて幼年時代を過ごした村に帰還したかのような至福の感覚

にとらわれるが，しかしそれは実際には幻に過ぎなかったということになる。

彼は故郷に戻り父祖の暮らしを受け継いだのではなく，ペテルブルグという

近代社会から離れることはできなかった。実際ドストエフスキイはオブロー

モフを評して，それはロシア的であるよりペテルブルグ的であると言ってい

るが 17ペテルブルグに通じたドストエフスキイのこの評価は的を射ている

のかもしれない。

本本稿は平成 10-11年度科学研究費補助金による共同研究 '18-20世紀ロシア小説の文

体の計量的・総合的比較研究J (研究代表者:灰谷慶三。課題番号:10410106)の成果の一

部である。
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「これはペテルフゃルグ。の産物だ。彼は怠け者で旦那だ，しかしそれはもはやロシアの旦那

ではなく，ペテルフ。ルグ的旦那だ」
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